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論文内 容の要 1::. a 
白血球の貧喰機能は生体防禦の重要な問題であり， その貧喰機構には白血球の運動機能が重要な役割を
演じていることは， 1坑に吾が教室の成績でも明らかである口
一方，溶液の貧喰 (Pinocytosis) の機構については未だ不明な点が多い。 そこで払は白血球の Pinocy­




液と，下記の品種溶液とを等;忌iJl合したものについて作った超生体出本を， 37 0 C に保温した位相差顕微
鏡下で観察した。 更に教室近藤の方法に準じ， 白血球をその運動時の形態そのままで固定して電子顕微鏡
的観察を行なった。
実験成績:全血中の好中球では殆んど (P) を認めない。クレブスリンガ一波及び 5%ブドー糖液中では
軽度に (P) を示すにすぎない。牛血清アノレブミン，牛血清 r グロプリン及び人血清 T グロプリン溶液中
の好中球は夫々の至適濃度，即ち4.2% ， 1. 8%及び0.6%溶液(いずれも最終濃度)中で著明に (P) を認
める。
次に如何なる活性状態の好中球が (P) を行なうかを知る為に， 4.296牛血ifj- アノレブミン溶液中の好中球
の運動型と (P) との関係をしらべた。 その結果， 従来教室で分類している五つの基本型のうち，運動機
能が軽微に衰えたもの (n 型 C) に於て最も高率に (P) を認め， それよりも機能の旺盛なもの (n 型 A ，
E 型 B) 及び機能の一層衰えたものもの(目型，町型)では， n 型 C よりも (P) は低率であり，運動機能
を殆んど認めないもの (V型)では (P) は認められない。
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又単球について好中球と同級にその運動型と (P) との関係をみると， (P) は運動機能の最も旺盛なも
の( 1 型)に於て最も著明に認められ，以下 E から町へと運動機能が減弱するにつれて (P) も低下する。
以上要するに，白血球の (P) にはその運動機能が重要な役割を果しており，且つそれがかなり旺盛であ
ることが必要で，通常の貧喰の湯合とは異る。


















さて， (P) 波胞の形成 lこは溶液を包みこんだ偽足の先端の細胞膜が粘着融合することが必要である。そ
こで私は (P) 過程に於ける好中球の細胞膜の粘着性の変化を偽鞭毛を示枕!として検べた口一般に，好中球
の偽鞭毛は粘着性に富んでいるが， P型好中球のそれは正常のものに較べて遥かに長く， 且つ異物に強く
粘着する。従って P型好中球は細胞!院の粘着性が増強していることが判る。粘着能が (P) に於ける要因の
一つであることは，好中球よりも粘着能の勝る単球が好中球より (P) を高率に行なうことや，好中球に於





1) 白血球の (P) は主として蛋白溶液中に於て行なわれ，各種蛋白溶液には夫々一定の至適濃度があり，
2) 且つj運動能の旺躍な好中球及び単球に於て故も著明に認められ， 3) (P) を行なう白血球はその偽足
に特異な形態学的特徴のあることを明らかにした o 4) (P) 液胞は偽足が進展して前液を包みこむことに
依って偽足内に形成され，ついで頼粒質内に搬入されるもので， この過程は既存の小胞体とは無関係に遂
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役割を演じていることは先人の成績から 1~1 らかである。 -JJi容 i伎の貧"食である Lewis の所謂 Pinocytosis
(P) 機構については未だ不明の点が多い。
そこで著者は白血球の P の機構を解明するために， 白血球の活性状態と P との関係を明らかにするとと
もに， P の行なわれる過程を位相差及び電子顕微鏡によって詳細に観察し興味ある知見を得ている。
即ち好中球は全血中では殆んど P を行なわないが， 牛血清アノレブミン， 同 r グロプリン及び人血泊二 r
グロプリン溶液中では夫々の至適濃度において著明に P を行なう。単球ではそれが一層著明である。 この
際同一溶液中においても個々の細胞の活性状態によって P には強弱が認められる。著者はこの事実に着目






以上の実験成績より， 著者は白血球の P の機構には運動機能即ち偽足を出す力と，偽足の表面張力の寄
低下及び細胞膜の粘着性の増強が重要な要因となっていることを明らかにしたもので， この分野の研究に
与する所大なるものと考える。
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